
やってはいけないこと、迷惑をかけ

ること等、善悪の判断ができる。

挨拶や言葉遣い、身だしなみをTPO

に合わせることができる。

主体的に行動し、周りの人に配慮し

た言動ができる。

キャリア形成

キャリア・パスポートを活用して、

自分の取り組むことに対して、見通

しを立て、振り返りができる。

自分を客観的に見つめることができ

る。将来の生き方を考えることがで

きる。

メタ認知能力を身につけることがで

きる。

学びに

向かう力

・

人間性

価値観の創造・共創

自分以外の人間の価値観に対して配

慮をし、尊重しあう態度を身につけ

ることができる。

自他の価値観に配慮尊重しあい、新

たな価値に対する理解を深めること

ができる。

人と協力し、相互理解の上に新たな

価値観を共有・創造することができ

る。

コミュニケーション力
人権を尊重し、自己や相手に配慮し

た行動や発言ができる。

思いやりの心をもち、相手の立場を

尊重したコミュニケーションをとる

ことができる。

自己中心的にならず、他人に対して

思いやりや配慮を自然と示すことが

できる。

規範意識

相手にわかりやすく、比較的短い文

章で説明できる。

わかりやすく短い文章を作成し、正

しく伝えることができる。

課題発見力
事象の問題点に気づくことができ

る。

事象の目的や課題を明らかにし、解

決策を模索することができる。

模索案から取捨選択し、解決策を立

案することができる。

基本的な生活習慣を身につけること

ができる。

高校生活を充実させるために心と体

を鍛えることができる。

社会貢献につながる「心技体」を身

につけることができる。

思考力

判断力

表現力

読解力
正確に読み、内容を正しく把握する

ことができる。

正しく文章内容の把握を行い、内容

を要約したり説明することができ

る。

文章を把握し、的確に説明したり、

自分の言葉で表現することができ

る。

論理的思考力
因果関係を踏まえたうえで、順序立

てて説明することができる。

知識

・

技能

学力の定着

（知識・技能）

義務教育段階の基礎的な学力・知識

が身についている。

高校段階で学ぶ基礎・基本を理解

し、身につけることができる。

高校で学ぶ応用段階を理解し、主体

的な学習に取り組み、他の生徒に好

影響をもたらすことができる。

成し遂げる力

（資格・検定）

学校からの広報で、資格・検定に挑

戦することができる。

自分に必要な検定や目標に挑戦する

ことができる。

将来必要な資格・検定に何度も挑戦

し、複数取得することができる。

健やかな体

健康づくり

奈良大学附属高等学校　グランドデザイン

【育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】

育成すべき資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３

【生徒/学校の現状】

・生徒一人ひとりを大切にし、「知・徳・体」の調和のとれた人間の

育成に努める。

・グローバルな視点に立ち、世界市民としての自覚を促す。

・ICT活用教育を推進して、情報活用の実践力、情報の科学的理解

および情報社会に参画する態度を養う。 【教育目標】

・人権を尊ぶ「知・徳・体」の調和のとれた心豊かな人間を育てる。

・正しい勤労観をもち、国際化、情報化の進む社会を担うことので

きる人間を育てる。

【予想される社会の変化】

人口減少・高齢化の進行 / Society 5.0への移行 /

IoT、AI等を活用する基盤整備の更なる進展 /

リニア中央新幹線の開業によるスーパー・メガリージョンの形成 /

巨大災害の切迫

【めざす学校像】

・一人ひとりを大切にした確かな教育を実践する学校

【めざすべき生徒の将来像】

・豊かな教養と情操をもって社会に貢献する人材

・倫理的に正しきに強き人間

【学校の教育活動全体を通して育成すべき資質・能力】

・自ら課題を発見し、よく思考し、判断し、解決する能力

・何事にも負けない、健康や体力、忍耐力、精神力

・人権尊重の精神をもち、規範意識を身につけ自主的自立的に行動する能力

【建学の精神】大正14（1925）年４月創設

・「努力が天才なり」（努力することの大切さ）

・「正しく強く」（正しきに強き人の育成）


